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１．研究背景と目的 

 現在，都市内物流の効率化・円滑化に向けた様々な取組がなされている．荷捌き車両の路上駐車が問題と

なる商業・業務地区では，道路交通の秩序化を図るための社会実験に関する評価がなされ，また，路上荷捌

き駐車車両を路外に転換させる方策として様々な検討がなされている．そのような背景の下，既往の研究 1)

では新たな道路運用方法として状況に応じて運用を変える多目的動的レーンが提唱された．本研究では，時

間帯を考慮した道路の運用の有用性を述べるため，搬入を目的とした路上駐車行動を時間帯毎に整理するこ

とによって， 1 日を通しての平均旅行時間を現在より短縮することが可能であることを検証する． 

２．研究手法 

 初めに，本研究で用いる仮説をシミュレーションにより検証した．次に，研究対象地域として選定した主要

地方道80号横浜駅根岸線の長者橋から国道16号交差点までの区間の沿道商業施設について搬入実態をヒアリ

ングにより調査した．以上の結果を踏まえ，研究対象地域から選定した区間の沿道商業施設への搬入を目的

とした路上駐車行動を時間帯毎に整理（以下，時間帯整理案の作成）をして影響を評価した． 

３．シミュレーションによる仮説の検証 

 片側 2車線道路の片方向 50mの直線区間において，流

入交通量が 1 時間当たり 500～4400 台の値をとり，中腹

25m の地点から下流側に路上駐車が 0～3 台発生した場

合の通過車両の平均旅行時間をシミュレーションによ

り求め，図１の結果を得た．駐車台数が 0 台と 1 台の間

では 1～3 台間と比較して平均旅行時間に大きな差があ

ることから，「路上駐車が交通流に与える影響は，路上

駐車の有無の影響の方が，路上駐車が１台以上ある場

合の台数の影響より大きい」という仮説が検証された．

このことから，時間帯整理案の作成をする際，路上駐

車行動が疎な時間帯と密な時間帯を作ることにより，1

日の平均旅行時間が短縮する可能性が示された． 

４．搬入実態調査 

 調査対象地域の商業施設 72 軒に搬入実態についてヒアリング調査を行った結果，59 軒から回答を得られた．

その結果調査対象商業施設を，食事及び食事を行う時間と場所のみを提供する商業施設 24 軒，主として食事

以外のサービスを提供する商業施設 17 軒，物品販売のみを行う商業施設 18 軒の 3 種類に分類することによ

り，商業施設ごとの搬入に関わる特徴が大きく現れた．中でも特徴的な点として，居酒屋など食事及び食事を

行う時間と場所のみを提供する商業施設群では，その全てが 1 週間のうち 5～7 日搬入を行っており，搬入頻

度が高いことから，時間帯整理案を作成し適用した際効果が大きいと考えられ，その 8 割以上が開店前後 1

時間以内に搬入を行っていることから，搬入時間のまとめあげが行いやすいと考えられた． 
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図１ 路上駐車台数毎の平均旅行時間 
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５．時間帯整理案の作成 

 搬入実態調査の結果を踏まえ，対象地域内の食事及び食

事を行う時間と場所のみを提供する商業施設が最も多い

区間を選定した．区間沿いの 13 の商業施設の内 9 の商業

施設が調査日に搬入を行っており，現在搬入を行っている

時間（以下、現在搬入時間）と商業施設が搬入を行っても

良いと考える時間（以下、搬入許容時間）と区間への流入

交通量を図 2 に示した．この搬入について路上駐車行動の

疎密が出来るよう時間帯整理案の作成を行った． 

搬入許容時間内で現在搬入時間を移動させることによ

り，現在搬入時間をまとめ上げて時間帯整理案を作成した．

具体的には，現在搬入時間と時間帯整理案での搬入時間と

のずれ（以下、ずれ時間）の平均が最小となるようにした

もの，各商業施設への搬入が流入交通量の小さい時間帯に

行われるようになるようにしたものの 2 種類の方法で，

搬入を行う時間を 2 時間、3 時間、4 時間にまとめた． 

６．時間帯整理案の影響評価 

 選定された区間は図 3 のように，片側 2 車

線の片方向 51m で上流が伊勢佐木モール，下

流が一方通行の道路と交差している．駐車スペ

ースは 8m として，選定区間の前後を含む

100m の区間で，ミクロ交通シミュレーション

ソフト VISSIM に現地観測調査から得た流入

交通量，走行経路，車両の種類，駐車開始時間

帯，駐車時間，駐車場所，信号機の現示設定を

入力し，平均旅行時間を算出した．  

 流入交通量を考慮，或いはずれ時

間の平均を考慮して 2～4 時間に搬

入時間をまとめた時間帯整理案を適

用した場合の日平均旅行時間は表 1

のようになった．これより，いずれ

の時間帯整理案の適用においても，

日平均旅行時間の短縮効果が見られ

ることが分かった． 

７．まとめと今後の課題 

 搬入実態調査から，時間帯整理案を適用する際に，食事及び食事を行う時間と場所のみを提供する商業施設

が多く存在する区間において最も効果が表れると考えられることが明らかになった．またシミュレーション結

果から，時間帯整理案を作成して適用することによって，1 日を通しての平均旅行時間を短縮することが可能

であることが明らかになった．  
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表１ 各時間帯整理案の日平均旅行時間 

図 2 対象区間沿い商業施設の 

      搬入許容時間帯と現在搬入時間 

図 3 シミュレーション区間の図解 
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